
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 13日（日）、岐阜県重要無形民俗文化

財に指定されている、木曽義仲公ゆかりの

「坂下の花馬祭り」が開催されました。 

好天に恵まれた今年度は、観客及び参拝者

数が新型コロナウイルス感染症により中止

をした４年間以前に戻りつつあり、前夜祭の

「やさかふるさと花火大会 2024in 月の市」

を含め、多くの方で賑わいました。 

花馬祭り 開催 

祭りの協賛として出演いただいた「子ども

手踊り」「神輿」の皆様、実行委員及び下組、

合郷組、町組のそれぞれ３組の役員の皆様、

ありがとうございました。 

10月 19日（土）、坂下神社の

拝殿において、区長会（古谷会

長）主催で、翁ご子孫をはじめ、

森県議会議員、吉村市議会議員、

やさか観光協会、まちづくり協

議会他、関係者の皆さんが集い、

坂下地区に偉大な功績を残され

た曽我五郎十郎翁の顕彰祭が執

り行われました。 

10月 20日（日）、坂下公民館多目的ホール

で「第 51回坂下芸能祭」を開催しました。坂

下文化協会のサークル８団体と坂下中学校の

文化発表、坂下高校のギターマンドリン部の

演奏、花馬保存会の祭りばやしの披露があり

ました。 

また、特別出演で南木曽町の原信之さんの

和楽器演奏や山口のエーデルワイスさんの手

づくり楽器・バンドーラの演奏などもあり、会

場は大いに盛り上がりました。 

11月３日（日・祝）から６日（水）まで、坂下総合体育館で「2024坂

下文化祭」が行われました。 

文化協会所属のサークルの他、やさか地域のこども園や学校・高齢者施

設、一般の方など、子どもからお年寄りまで大勢のみなさんの力作がそろ

い、来館された方からは「いろんな作品 

がたくさんあって見ごたえがあった」 

「自分も何か始めてみたくなった」等、 

感想がありました。 

また、３日・４日に行ったクラフトバ 

ンド手芸、新聞ちぎり絵、己書の体験コ 

ーナーも好評でした。 



 

 

 

 
区 長 会 通 信 

介護予防サポーター養成講座のご案内 
～高齢者が住み慣れたまちで生き生きと暮らせるためにみんなで支えよう～ 

介護予防サポーターは、市の介護予防教室や地域のサロン等で活動を行い、介護予防についての知識や技術を地域

に広める役割を担っていただいています。 

「介護予防サポーター養成講座」では高齢者のからだや認知症についての知識、介護予防の体操等の実技を楽しく学

びます。ご自身の健康づくりを行ないながら、サポーターとして、高齢者を支える一員になりませんか？ 

対象者：山口・坂下・川上地区の方で、介護予防活動や健康づくりに関心のある方（他地区の方も申し込み可） 

講 師：日本福祉大学准教授（招聘教員）荒深 裕規先生 他 

場 所：山口公民館 1‐2会議室 

受講料：無料 

募集人員：20人【先着順（初めての方優先）】 

申込期間：12月２日（月）～12月 27日（金）（土日祭日除く） 

申し込み・お問い合わせ 

市民福祉部高齢支援課 

☎0573－66－1111（内線 584） 

講座内容（予定）    開催時間13：30～15：30 
 日にち（2025年） 内容 

第１回 １月２８日（火） 

・健康づくり 

・介護予防の基礎知識 

・けんぱちくん体操 他 

第２回 ２月 ４日（火） 

・認知症の正しい理解 

・認知症予防のレクリエーション 

他 

第３回 ２月１８日（火） 
・地域を支えるサポーターの重要性

について学ぶ 

・座位でのストレッチ運動 他 

第４回 ３月 ４日（火） 
・高齢者の栄養や食事について 

・口腔機能向上の運動 他 

第５回 ３月１１日（火） 

・地域を支えるサポーターとしての

心がまえ 

・集いで活かせるレクリエーション 

・修了式 他 

 

市では、広報なかつがわ読者・市ホームページ

閲覧者の皆さんの声を反映して、さらにわかり

やすく、また、知りたい情報を届けるメディアへ

と改善していくため、アンケートを行なってい

ます。 

お問い合わせ：広報広聴課（☎内線 315） 

回答期間： 

2025年１月 31日（金）まで 

坂下診療所の民間譲渡の検討状況についての要望書提出 

 

10月 30日（水）、やさか地区の区長会及びまちづくり協議会代表の連名で、中津川市長へ直接、要望書を提出し

ました。内容については下記のとおりです。 

 

１．令和６年２月 14日付にて、やさか地区区長会及びまちづくり協議会代表の連名により坂下診療所の民間譲渡に

ついて、既に決定されている方針に基づいて実現いただくようお願いし、３月 21日付にて「坂下診療所の民間譲渡

を前提として、運営事業候補者や関係各所との調整を進めている」とのご回答をいただきましたが、その後半年が

経過し市民の関心は高まるばかりであり、現在の状況について詳しくご説明くださいますようお願い致します。 

 
２．８月 28 日付にて、「市医療需要検証プロジェクトチーム（坂下診療

所民営化再検討プロジェクト）」設置の記事が中日新聞朝刊にて報道され

ましたが、その設置の趣旨と併せ、このプロジェクトが診療所の民営化

にどのように関わっていかれるのかについてご説明いただきたくお願い

致します。 

 

以上の２点につきまして、回答が届き次第、区長会通信で報告します。 

 

場 所：高峰楽器製作所 2階ふれあいホール 

日 時：12月５日（木）19：00～ 

入場料：無料 

 

どうぞみなさん、お誘い合っておでかけください。 

アコギロック・ユニットの『グッドムーン』

さんをお迎えします。兄弟ならではの息の合

ったハーモニーと卓越したギターテクニッ 

クで演奏する圧巻のコンサートです。 



 

 

 

 

 

 

 

  
 

15日 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議 
 

 

郷土文化財紹介 

 

郷土文化財保存会会員 

早川
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＜坂下の用水物語８ 合郷川上川右岸段丘崖と用水群＞ 

おうちの しごとは わたしも やろう 
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 合郷地区の川上川右岸段丘崖を対岸の上井用水から見ると、

上段から下段までよく利用されています。かつてはおびただし

い数の小さい田が複雑に入り組んで展開されていたことと思わ

れます。ある古老曰く農地構造改善の折のこと 20枚ほどの田を

１つにしたとのことです。今はすごく高い法面をもつ大きな田

に整理されています。 

 先日、鎌田盛行氏の案内でこの地を巡って来ました。用水の取

入口などを確認するためですが、川上川右岸側で川上境に保ヶ

山用水、門田橋上方に高部用水、島橋上流に大岩用水、矢渕用水

の各取水場所４つがありました。また４つの用水をたどりなが

ら感じたことですが、すごく急峻な河岸段丘崖です。上り下りに

一苦労しました。 

上の写真は、赤田沢(写真民家右脇を下る)辺りを川上川対岸の上井用

水より眺めたもの。上部林境少し下を保ヶ山用水が右から左へ赤田沢を

またいで走っている。写真下部藪の中を高部用水が右から左へ通る。 

上の写真は赤田の最上部を走る保ヶ山用水

路。水量は十分あるが途中に高部用水が平行

して走り、赤田の下部で利用できなかった。大

岩用水を開き補ってきた。 

 ところで、保ヶ山原氏から分かれた大岩原氏と

共に保ヶ山用水や合郷の用水に関わったのでは

ないかと思われる古い家系は栃山吉村氏や栩
とち

の

木吉村氏らの先祖で、赤田の地の有力者であった

と推測します。字保ヶ山から川上川にえぐられた

崖道で字栃山、字栩の木、大岩と繋がりを持ち活

動をともにしていたのではないでしょうか。吉村

氏先祖は、寛永 10 年(1633 年)には庚申像を迎え

合郷集落の厄除け、招福、豊作を願いました。後

にこの信仰は坂下全域へ広がりました。また、元

禄の３郷制により合郷初代庄屋大岩原氏、後を引

き受け江戸の中期を両吉村氏は交代で務めたと

思われます。吉村氏には寛文年間(1661～1672年)

の古い墓碑も確認されています。こうして吉村氏

も合郷集落に広がったのではないでしょうか。 

左下の写真は赤田集落下段を通る高部用水路。後に赤田集

落でも利用できるようになり、大岩用水の役割が終わった。 
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 11 月２日（土）、第３回 

咲明日
さ か し た

高校マルシェを開催

しました。生徒の『学習の

場』『地域交流の場』『異世

代交流の場』を目的として、

また地域に開かれた学校を

目指しスタートしたこのマ

ルシェも３回目を迎えることができました。 

今回も 60 店を超える地元の出店者の方々にも参加して

いただき、また出店だけでなく音楽・太鼓演奏、ダンスパ

フォーマンス等、地元で活躍しているチームにも参加して

いただき会場を盛り上げていただきました。あいにくの天

気ではありましたが、多数の皆様に来場していただき、盛

大なマルシェとなりました。『地域と共に、地域と育つ』学

校として今後も教育活動を行っていきたいと思います。 

 
10月４日（金）、昨年度に引き続

き『中学３年生と乳幼児親子の交

流会』を行いました。はじめは、泣

いたり、なかなか話を聞いてくれ

なかったりした乳幼児に対して戸

惑いを見せていた中学校３年生で

したが、乳幼児の保護者の方と共に活動を行うなかで、少

しずつ笑顔が増え、普段の授業ではなかなか見ることがで

きない表情で接している姿が印象的

でした。相手が何を欲しているのか、

相手の立場に立って考え行動するこ

との大切さが実感できたと思いま

す。今回の交流で学んだことを今後

の学校生活や卒業後の進路選択等に

いかしてほしいと願っています。 
 
 
 
 
 
10月 31日（木）、児童集会を

行いました。児童会代議員から
後期の目標と、委員会委員長か
らそれぞれの目当てを発表しま
した。２年生は『チャレンジスポ
ーツインぎふ』の紹介をしまし
た。全校の前で、『パスラリー』や『縄跳び』を１分間に何
回できるかを披露しました。他の学年の子も「自分たちも
やってみたい」と思わせてくれる発表でした。４年生の発
表では、一人一人が違うリズムを４人で合わせた、きれい
なアンサンブルや、社会見学や授業で勉強したことを、ク
イズにして全校が楽しく答えられるような工夫のある発表
をしました。最後に行った『オーラリー』のリコーダーも
きれいで、学年のまとまりを感じる発表でした。 
これからも、全校で集まって、みんなで歌ったり、学ん

だり、遊んだりできる全校集会を大切にしていきます。 

 
 
 

 

10 月 19 日(土)、やさかこ

ども園の運動会が行なわれま

した。天気の心配もありまし

たが、全競技外で行うことが

ました。今年も制限のない運

動会となり、父母のみでなく、

祖父母や兄弟の応援を受け

て、子どもたちのやる気も違

っていました。どの学年もこ

の日に向けて取り組んできた練習の成果をたくさんの人に

観てもらうことができました。運動会でつけた力を今後の

活動につなげていきたいと思います。 

役員の方々、保護者の皆様、係の仕事や準備片付けなど、

本当にありがとうございました。 
 

やさかこども園 坂下小学校  
 

《12月の主な行事》
 

ごみの収集日 

人口と世帯数 

（令和６年11月１日現在） 

 

日 曜日 行事名 時 間 場 所 

1 日 坂下歌舞伎公演 11:00～ 
坂下公民館 

5 木 いきいき元気教室 13:30～14:30 

18 水 行政･人権相談 13:00～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

20 金 おはなしの会 10:00～11:00 坂下公民館 

23 月 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

27 金 

やさか地区農業委員会 09:00～ 
坂下総合事務所 

農地相談 09:30～ 

官公庁仕事納め   

 
   

燃えるごみ 毎週月・木曜日 燃えないごみ 12月 ４日（水） 

資源・硬質ごみ 12月 11日（水） 大型ごみ 12月 13日（金） 

有害ごみ 12月の収集はありません。  

 人口 
3,960人（前月比 12人減） 

男 1,923人、女 2,037人 

世帯数 1,632世帯（前月比４世帯減） 

 

慶弔のお知らせ 
10月 11日から 11月 10日の 
坂下総合事務所への届出分 

（敬称略） ○ご誕生 

  性別 (保護者名)  

吉本
よしもと

 秋
あき

 男 （龍司
り ゅ う じ

） 島平一 

平松
ひらまつ

 沙
さ

菜
な

 女 （太地
た い ち

）  宮前町 

 ●ご逝去 

楯
たて

 正男
ま さ お

 （91歳） 旭町 

山内
やまうち

 たゞよ
た だ よ

 （107歳） 上野 

田澤
た ざ わ

 克巳
かつ み

 （87歳） 大門 

 


